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高
等
学
校
第
一
学
年

国
語
科
国
語
総
合
学
習
指
導
案

指
導
者職

名

氏
名

実
施
日
時

平
成
十
九
年
十
月

実
施
学
級

実
施
場
所

一

単
元
名

評
論
（
三
）

「
ネ
ッ
ト
が
崩
す
公
私
の
境
」

黒
崎

政
男

二

指
導
観

○

高
度
情
報
化
社
会
を
生
き
る
我
々
に
と
っ
て
、
パ
ソ
コ
ン
は
必
要
不
可
欠
な
道
具
で
あ
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
も
め
ざ
ま
し
い
。
お
か
げ
で
我
々
は
大
量
の
情
報
を
短
時
間
で
処
理
し
、
必
要

な
情
報
を
瞬
時
に
検
索
で
き
る
と
い
う
便
利
さ
の
中
で
生
活
で
き
て
い
る
が
、
一
方
で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
犯
罪
が
年
々
増
え
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
り
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
そ
の
被

害
者
に
な
っ
て
い
る
。
現
代
の
子
ど
も
た
ち
は
パ
ソ
コ
ン
が
身
近
に
あ
る
環
境
に
育
ち
、
様
々
な
形

で
利
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
利
便
性
に
ば
か
り
目
が
向
き
、
そ
の
奧
に
隠
さ
れ
た
負
の

、

。

側
面
に
は
気
付
か
な
い
ま
ま
に
人
を
傷
付
け
た
り

自
ら
が
傷
つ
い
た
り
し
て
い
る
可
能
性
は
あ
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
そ
の
よ
う
な
危
険
な
道
具
に
成
り
得
る
こ
と
を
知
り
、
こ
れ
か
ら
の
利
用
の
仕

方
を
考
え
る
意
味
で
も
こ
の
単
元
は
意
義
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

一
学
期
に
学
習
し
た
、
評
論
（
一
）
小
関
智
弘
「
独
創
を
生
む
条
件
」
で
は
個
人
の
生
き
方
を
考

え
さ
せ
、
評
論
（
二
）
山
崎
正
和
「
水
の
東
西
」
で
は
西
洋
と
日
本
の
文
化
の
違
い
を
通
し
て
、
日

本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
思
い
を
至
ら
せ
た
。
一
学
年
で
学
ぶ
評
論
と
し
て
は
三
作

品
目
と
な
る
こ
の
評
論
で
は
自
己
と
世
界
と
の
関
わ
り
方
や
他
者
と
の
関
わ
り
方
の
変
容
を
通
し

て
、
人
間
が
〈
単
独
性
〉
の
生
き
物
で
は
な
く

〈
関
係
性
〉
の
生
き
物
で
あ
る
こ
と
に
思
い
を
至

、

ら
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
社
会
と
の
関
わ
り
を
意
識
で
き
る
よ
う
に
な
る
高
校
生
に
と
っ
て
極

め
て
意
義
深
い
単
元
と
言
え
る
。

四
ペ
ー
ジ
と
い
う
短
い
評
論
で
は
あ
る
が
、
日
常
使
う
こ
と
の
少
な
い
語
句
の
意
味
を
押
さ
え
、

表
現
の
奧
に
込
め
ら
れ
た
深
い
意
味
を
的
確
に
把
握
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
と
考
え
る
。

○

一
学
年
の
生
徒
は
、
七
月
の
外
部
模
試
に
よ
る
と
、
国
語
の
学
力
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
中
間
に
位
置

す
る
が
、
小
説
に
比
べ
評
論
の
読
解
を
苦
手
と
す
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
評
論
文

を
読
み
慣
れ
な
い
こ
と
、
内
容
が
抽
象
的
な
も
の
が
多
く
興
味
関
心
が
向
か
な
い
こ
と
、
難
解
と
感

じ
る
も
の
が
多
い
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
事
前
に
行
っ
た
生
徒
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
よ
る
と

「
本
は
ほ
と
ん
ど
読
ま
な
い
」
と
答
え
た
生
徒
が
三
十
九
名
中
十
四
名

「
新
聞
は

、

、

ほ
と
ん
ど
読
ま
な
い
」
と
答
え
た
生
徒
は
「
テ
レ
ビ
欄
だ
け
読
む
」
も
合
わ
せ
る
と
十
八
名
で
あ
っ

。

、

。

た

こ
の
こ
と
か
ら

活
字
を
読
む
こ
と
自
体
に
抵
抗
を
感
じ
る
生
徒
が
多
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

し
か
し
、
こ
の
評
論
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
高
校
生
に
と
っ
て
も
身
近
な
情
報
媒
体
を
取
り

扱
っ
て
お
り
、
そ
の
奧
に
潜
む
問
題
点
に
対
す
る
指
摘
は
生
徒
の
思
考
の
世
界
を
広
げ
、
深
め
る
も

の
と
考
え
る
。
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○

単
元
の
指
導
に
あ
た
っ
て
は
、
堅
い
文
章
に
対
す
る
抵
抗
感
を
少
し
で
も
取
り
除
き
、
生
徒
が
評

論
文
も
意
外
に
面
白
い
と
思
う
よ
う
に
な
る
手
立
て
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
、
生
徒

に
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
こ
と
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
状
況
を
把
握
し
、
導
入
の
話
題
と
し

て
使
う
こ
と
で
、
生
徒
に
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
評
論
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
、
関
心

を
持
た
せ
る
。

授
業
の
展
開
に
お
い
て
は
、
現
代
文
は
い
か
に
生
徒
に
考
え
さ
せ
る
か
が
重
要
に
な
る
の
で
、
発

。

、

、

問
の
仕
方
を
中
心
に
据
え
た
授
業
展
開
を
す
る

段
階
を
追
っ
た
発
問
や
本
文
の
抜
き
出
し

要
約

説
明
な
ど
を
内
容
に
応
じ
て
使
い
分
け
る
。
ま
た
、
語
句
の
意
味
の
確
認
に
お
い
て
は
プ
リ
ン
ト
を

事
前
に
配
付
し
て
予
習
し
て
臨
む
よ
う
に
さ
せ
、
本
文
の
読
解
の
中
で
も
難
し
い
語
は
で
き
る
だ
け

わ
か
り
や
す
い
表
現
に
置
き
換
え
て
理
解
さ
せ
る
こ
と
を
心
掛
け
る
。

最
後
に
作
者
の
主
張
を
理
解
さ
せ
た
上
で
、
生
徒
自
身
が
考
え
た
こ
と
を
意
見
文
と
し
て
ま
と
め

さ
せ
る
こ
と
で
、
自
己
と
社
会
の
関
係
に
つ
い
て
思
い
を
至
ら
せ
る
。

三

単
元
の
目
標

１

筆
者
の
鋭
い
洞
察
力
に
よ
っ
て
読
み
解
か
れ
た
高
度
情
報
化
社
会
の
新
し
い
現
実
を
理
解
し
つ

つ
、
情
報
化
社
会
に
対
す
る
自
覚
的
な
態
度
を
養
う
。

【
関
心
・
意
欲
・
態
度
】

２

現
代
社
会
と
自
己
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
、
自
分
の
意
見
を
論
理
的
に
文
章
に
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

【
書
く
能
力
「
Ｂ
書
く
こ
と

イ

】
」

３

筆
者
の
問
題
意
識
を
正
し
く
把
握
し
、
そ
の
精
密
な
論
理
の
展
開
を
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

【
読
む
能
力
「
Ｃ
読
む
こ
と

ア

】
」

４

評
論
文
特
有
の
語
句
の
意
味
や
表
現
を
理
解
し
、
語
彙
を
豊
か
に
す
る
。

【
知
識
・
理
解
〔
言
語
事
項

イ

】
〕

四

単
元
の
計
画
（
全
五
時
間
）

一
時
間

１

導
入

題
名
を
通
し
て
の
内
容
の
推
察
、
通
し
読
み
、
語
句
の
意
味
の
確
認

２

第
一
段
落
（
初
め
～
一
一
九
・

・
第
二
段
落
（
一
一
九
・

～
一
二
〇
・

）

）
9

10

7

（

）

一
時
間

本
時

３

第
三
段
落
（
一
二
〇
・

～
一
二
〇
・

・
第
四
段
落
（
一
二
一
・

～
一
二
二
・

）

）

8

16

1

8一
時
間

一
時
間

４

第
五
段
落
（
一
二
二
・

～
終
わ
り

・
主
題
の
確
認

）

9

５

発
展

「

ネ
ッ
ト
が
崩
す
公
私
の
境
』
を
読
ん
で

「
だ
れ
も
が
著
者
に
な
る
時
代
」

『

、

を
生
き
て
行
く
上
で
大
切
だ
と
思
う
こ
と
」
に
つ
い
て
、
意
見
文
を
書
く
。一

時
間
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次

配
時

学
習
活
動
・
内
容

指
導
上
の
留
意
点

評
価
規
準

１

○
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と

○
プ
リ
ン
ト
①
の
語
句

１

語
句
の
意
味
を
確
認

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い

の
意
味
を
調
べ
る
こ
と

の
上
、
全
体
の
要
旨
を

て
身
近
な
事
例
を
各
自
に
想

で

、
言
葉
の
知
識
を
増

と
ら
え
る
。

・
題
名
を
通
し
て
の
内

起
さ
せ
、
単
元
へ
の
関
心
を

や
し
主
体
的
に
評
論
文

入

容
の
推
察

高
め
た
上
で
本
文
の
通
し
読

に
取
り
組
も
う
と
し
て

・
通
し
読
み

み
に
入
る
。
ま
た
、
語
句
の

い
る
。

【

】

導

・
語
句
の
意
味
の
確
認

意
味
の
確
認
に
つ
い
て
は
事

関
心
・
意
欲
・
態
度

・
段
落
分
け
の
確
認

前
に
配
付
し
て
お
い
た
プ
リ

【
知
識
・
理
解
】

一

ン
ト
①
を
使
っ
て
進
め
る
。

〈
プ
リ
ン
ト
分
析
〉

段
落
分
け
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
な
根
拠
で
区
切
っ
て

い
る
か
を
確
認
す
る
。

１

○
平
安
時
代
の
著
者
と
読
者

○
「
ニ
ー
チ
ェ
に
と
っ

２

第
一
段
落
～
第
二
段

に
つ
い
て
の
話
し
を
す
る
こ

て
『
読
者
』
と
は
ど
う

落
に
お
い
て

「
著
者
」

、

と
で
、
情
報
媒
体
の
歴
史
に

い

う

も

の

か

」

を

的

の
権
威
の
成
立
と
崩
壊

、

つ
い
て
生
徒
の
興
味
を
引
き

確
に
ノ
ー
ト
に
ま
と
め

の
過
程
を
読
み
取
る

・
ニ
ー
チ
ェ
の
言
葉
の

起
こ
す
。

て
い
る
。

意
味

○
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
さ
せ
る

【

読

む

能

力

【

書

く

】

・
活
版
印
刷
メ
デ
ィ
ア

発
問
を
す
る
こ
と
で
、
書
く

能
力
】

と
電
子
メ
デ
ィ
ア
の
違

こ
と
に
慣
れ
さ
せ
る
。

〈
ノ
ー
ト
チ
ェ
ッ
ク
〉

い
。

○
「

著
者
の
『
権
威
』

が
ど
の
よ
う
な
状
況
で

成
立
し
、
ど
の
よ
う
な

解

状
況
で

崩
壊
し
つ
つ
あ

る
か
」
を
的
確
に
ノ
ー

読

ト
に
ま
と
め
て
い
る
。

【

読

む

能

力

【

書

く

】

文

能
力
】

〈
ノ
ー
ト
チ
ェ
ッ
ク
〉

本

１

○
第
三
段
落
に
つ
い
て
は
、

○
「
従
来
の
メ
デ
ィ
ア

３

第
三
段
落
～
第
四
段

生
徒
に
現
実
に
起
こ
っ
た
問

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

落
に
お
い
て
、
イ
ン
タ

題
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
で
日

つ
い
て

、
１
情
報
量
、

ー
ネ
ッ
ト
の
利
点
と
欠

二

常
生
活
と
の
つ
な
が
り
を
持

２
意
見
の
発
表
の
し
か

点
を
読
み
取
る
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

た
せ
る
。

た
、
３
個
人
と
公
の
関

持
つ
力

○
第
四
段
落
に
つ
い
て
は
、

係
、
の
３
点
に
つ
い
て
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・
情
報
発
信
の
総
量
と

黒
板
に
対
比
的
に
ま
と
め
る

ノ
ー
ト
に
ま
と
め
る
」

「
著
者
性
」
の
関
係

こ
と
で
筆
者
の
主
張
を
論
理

こ
と
が
で
き
る
。

的
に
整
理
す
る
。

【

読

む

能

力

【

書

く

】

能
力
】

〈
ノ
ー
ト
チ
ェ
ッ
ク
〉

１

○

各

段

落

の

要

点

を

確

認

○

「

だ

れ

も

が

著

者

４

第
五
段
落
に
お
い
て
、

『

し
、
筆
者
の
主
張
を
読
み
取

に
な
る
時
代
』
は
何
を

ニ
ー
チ
ェ
の
言
葉
を
も

」

と
に
結
論
部
を
考
え
、

る
。

腐
敗
さ
せ
て
し
ま
う
か

○
文
章
の
構
造
を
各
段
落
同

に
つ
い
て
、
自
分
の
考

全
体
を
振
り
返
っ
て
筆

士
の
関
係
を
図
式
化
す
る
こ

え
を
根
拠
と
共
に
プ
リ

者
の
主
張
を
読
み
取
る
。

・
今
度
は
何
を
腐
敗
さ

と
で
確
認
す
る
。

ン
ト
に
ま
と
め
、
発
表

せ
る
か
。

○
「

だ
れ
も
が
著
者
に
な

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

『

・
文
章
の
構
造
を
理
解

る
時
代
』
は
何
を
腐
敗
さ
せ

【

書

く

能

力

【

話

す

】

す
る
。

て
し
ま
う
か
」
に
つ
い
て
、

・
聞
く
能
力
】

自
分
の
考
え
を
根
拠
と
共
に

〈
発
言
チ
ェ
ッ
ク
、
プ

プ
リ
ン
ト
に
ま
と
め
さ
せ
、

リ
ン
ト
チ
ェ
ッ
ク
〉

意
見
交
流
を
行
う
こ
と
で
、

次
時
の
意
見
文
の
下
地
と
さ

せ
る
。

１

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
欠
点

○
論
理
的
で
独
自
性
の

５

「

ネ

ッ

ト

が

崩

す

『

を
思
い
出
さ
せ
る
こ
と
で
、

あ
る
意
見
文
を
書
く
こ

公
私
の
境
』
を
読
ん
で
、

展

自
分
は
ど
う
し
よ
う
と
思
う

と
が
で
き
て
い
る
。

「
だ
れ
も
が
著
者
に
な
る

か
を
考
え
さ
せ
る
。

【
書
く
能
力
】

時
代
」
を
生
き
て
行
く
上

発

○
新
聞
記
事
で
関
連
す
る
も

〈
意
見
文
分
析
〉

で
大
切
だ
と
思
う
こ
と
」

の
が
あ
れ
ば
提
示
し
、
身
近

に
つ
い
て
、
自
分
の
考
え

三

な

問

題

と

し

て

考

え

さ

せ

を
四
百
字
以
内
で
ま
と
め

る
。

る
。

○
基
本
的
な
文
章
構
成
を
押

さ
え
る
。

五

本
時

（
一
）
本
時
の
指
導
観

、

、

。

導
入
と
し
て

ニ
ー
チ
ェ
の
写
真
を
見
せ
て
視
覚
的
に
惹
き
つ
け

本
文
の
読
解
に
入
っ
て
い
く

文
章
の
意
味
を
考
え
さ
せ
る
に
当
た
っ
て
、
常
に
本
文
を
拠
り
所
と
さ
せ
、
本
文
を
も
と
に
意
味
を

考
え
さ
せ
る
。
そ
の
た
め
に
段
階
を
追
っ
て
の
発
問
等
も
準
備
す
る
。
ま
た
、
発
問
に
対
す
る
答
え

、

。

を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
さ
せ
る
こ
と
で

論
理
的
に
思
考
し
書
く
と
い
う
作
業
に
徐
々
に
慣
れ
さ
せ
る

「
著
者
と
い
う
権
威
」
に
つ
い
て
は
、
平
安
時
代
の
著
者
と
読
者
の
関
係
と
現
代
の
そ
れ
と
の
比
較
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や
、
現
代
の
作
家
の
地
位
等
を
想
起
さ
せ
て
実
感
さ
せ
る
。

（
二
）
本
時
の
目
標

１

筆
者
の
鋭
い
洞
察
力
に
よ
っ
て
読
み
解
か
れ
た
高
度
情
報
化
社
会
の
新
し
い
現
実
を
理
解
し
つ

つ
、
現
代
社
会
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
関
心
を
も
ち
、
主
体
的
に
考
え
よ
う
と
す
る
。

【

】

関
心
・
意
欲
・
態
度

２

第
一
段
落
、
第
二
段
落
か
ら
、
著
者
の
「
権
威
」
の
成
立
と
崩
壊
の
過
程
を
理
解
す
る
。

【
読
む
能
力
】

３

発
問
に
対
応
す
る
よ
う
に
、
要
点
を
整
理
し
文
章
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
書
く
能
力
】

六

教
材

・
教
科
書

「
高
等
学
校

国
語
総
合
」

第
一
学
習
社

・
ニ
ー
チ
ェ
の
写
真

七

学
習
の
展
開学

習
活
動
・
内
容

指
導
上
の
留
意
点

形
態

配
時

評
価

○
ニ
ー
チ
ェ
の
写
真
を
見
る
。

・
黒
板
の
ニ
ー
チ
ェ
の
写

一
斉

分
5

入

真
に
目
を
向
け
さ
せ
る
。

○
本
時
の
目
標
を
確
認
す
る
。

・
前
も
っ
て
板
書
し
て
お

一
斉

導

「
第
一
段
落
、
第
二
段
落
か
ら

き
、
確
認
さ
せ
る
。

著
者
の
『
権
威
』
の
成
立
と
崩

壊
の
過
程
を
読
み
取
る
」

分

１

第
一
段
落
の
内
容
を
理
解

27

す
る
。

○
第
一
段
落
を
音
読
す
る
。

・
指
名
に
よ
り
音
読
さ
せ

一
斉

る
。

○
「
精
神
そ
の
も
の
が
悪
臭
を

・
比
喩
表
現
の
意
味
を
と

一
斉

放

つ

よ

う

に

な

る

（

一

一

九

ら
え
さ
せ
る
た
め
に
、
ま

」

・

）
に
つ
い
て
、
①
同
じ
こ

ず
、
同
じ
こ
と
を
述
べ
て

3
と
を
述
べ
て
い
る
箇
所
を
教
科

い

る

箇

所

を

抜

き

出

さ

書
か
ら
抜
き
出
す
。
②
ど
う
い

せ
、
そ
れ
ら
か
ら
意
味
を

う
こ
と
を
言
お
う
と
し
て
い
る

考
え
さ
せ
る
。

の
か
を
考
え
る
。

○
「
活
字
書
物
文
化
の
特
質
」

・
本
文
中
よ
り
説
明
し
て

一
斉

（
一
一
九
・

）
と
は
ど
う
い

い
る
箇
所
を
抜
き
出
さ
せ

6

う
も
の
か
を
確
認
す
る
。

た
上
で
確
認
す
る
。

○
ニ
ー
チ
ェ
に
と
っ
て

読
者

・
本
文
を
も
と
に
、
過
不

個
人

○
「
ニ
ー
チ

「

」
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と
は
ど
う
い
う
も
の
か
を
ノ
ー

足
無
く
ま
と
め
さ
せ
る
。

↓

ェ
に
と
っ
て

ト
に
ま
と
め
る
。

一
斉

『
読
者
』
と

は
ど
う
い
う

も
の
か
」
を

的
確
に
ノ
ー

ト
に
ま
と
め

て
い
る
。

【

】

読
む
能
力

【

】

書
く
能
力

開

〈
ノ
ー
ト
チ

ェ
ッ
ク
〉

展

分

２

第
二
段
落
の
内
容
を
理
解

15

す
る
。

○
第
二
段
落
を
音
読
す
る
。

・
指
名
に
よ
り
音
読
さ
せ

一
斉

る
。

○
「
活
版
印
刷
メ
デ
ィ
ア
」
と

・
違
い
が
対
比
で
き
る
よ

一
斉

「
電
子
メ
デ
ィ
ア
」
の
違
い
を

う
に
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
さ

読
み
取
る
。

せ
る
。

○
「
著
者
と
い
う
権
威
」
を
実

・
平
安
時
代
の
著
者
と
読

一
斉

感
す
る
。

者
の
関
係
、
現
代
の
作
家

の
地
位
を
説
明
す
る
。

○
著
者
の
「
権
威
」
が
ど
の
よ

・
本
文
を
も
と
に
、
発
問

個
人

○
「
著
者
の

う
な
状
況
で
成
立
し
、
ど
の
よ

に
対
応
す
る
よ
う
に
、
要

↓

『
権
威
』
が

う
な
状
況
で
崩
壊
し
つ
つ
あ
る

点
を
整
理
し
ま
と
め
さ
せ

一
斉

ど
の
よ
う
な

か
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
る
。

る
。

状
況
で
成
立

・
つ
ま
ず
い
て
い
る
生
徒

し
、
ど
の
よ

に
は

「
活
版
印
刷
メ
デ

う
な
状
況
で

、

ィ
ア
」
と
「
電
子
メ
デ
ィ

崩
壊
し
つ
つ

ア
」
の
違
い
に
も
ど
っ
て

あ
る
か
」
を

考
え
さ
せ
る
。

的
確
に
ノ
ー

ト
に
ま
と
め

て
い
る
。

【

】

読
む
能
力

【

】

書
く
能
力

〈
ノ
ー
ト
チ

ェ
ッ
ク
〉

め

・
次
時
の
予
告

・
第
三
・
四
段
落
を
行
う

一
斉

分
3

と

こ
と
を
予
告
す
る
。

ま




